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さんようおのだ 第16号

議会だより議会だより

高千帆小学校マーチングバンドの名演奏、ありがとう！
江汐公園つつじまつり（４月26日）
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３月定例会は、２月 23 日から３月
17 日までの 23 日間開催されました。今定例会では平成 20 年度補正予算
と平成 21 年度予算の審議・各種条例改正に加えて、初めてとなる議員提
案による条例制定を行いました。チェック機関としてだけでなく、立法機
関としての議会の役割が果たせるよう、これからも更なる研鑽に励みます。

件　　　　名 可決○　否決　
補
正
予
算

平成 20 年度一般会計補正予算（第 5・6・7 回） ○
平成 20 年度特別会計・企業会計補正予算 ○

予
算

平成 21 年度一般会計予算 ○
平成 21 年度特別会計・企業会計予算 ○

条　
　
　

例

職員定数条例の一部を改正する条例の制定 ○
福祉センター条例の一部を改正する条例の制定 ○
介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定 ○
情報公開条例の一部を改正する条例の制定 ○
組織条例の一部を改正する条例の制定 ○
市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定 ○
国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定 ○
介護保険条例の一部を改正する条例の制定 ○
病院局企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
工場立地条例の一部を改正する条例の制定 ○
市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
市職員の勤務時間休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
市職員給与条例の一部を改正する条例の制定 ○
雇用能力開発支援センター条例の一部を改正する条例の制定 ○
寄附条例の制定 ○
ふるさと支援基金条例の制定 ○

そ

の

他

山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更 ○
中央福祉センターの指定管理者の指定 ○
市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定 ○
字の区域の変更 ○
道路線の認定 ○

意
見
書

福祉医療費助成制度の現行水準の堅持を求める意見書 修正可決

県立厚狭高校、南校舎の北校舎への統廃合に関する意見書 修正可決

議 会 概 要

議 案 採 決 の 結 果

×

「楽しい茶つみ」
高泊小学校（５月１日）

初の議員提案条例可決 !!
３月
議会
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一般会計
■20年度補正予算（第５回）■
委 員 　耐震二次診断事業が殺到しているよう

だが、診断をする判定委員会の構成はどのよ
うな状況か。

教育総務課長 　山口県には 1 委員会しかない。
月に 2 回程度開催され、1 回に審査できるの
が 4 棟か 5 棟ぐらいなので山口県では今受け
られないとのことである。今、本市が受けよ
うとしているのは広島と東京の判定委員会で
ある。

委 員 　耐震二次診断の結果が出た後の手順は
どうなるか。

教育総務課長 　耐震診断の委託をしている中
には、補強方法と概算まで併せて出してもら
う。それが出た時点で、すぐに次の補強設計
に入りたいと考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　（全員賛成）
■ 20年度補正予算（第6回）■
総務部次長 　定額給付金関係について 11 億

1,644 万 8,000 円を計上する。職員手当等は
申請書の受付審査、問い合わせ等が夜間に及
ぶことが想定されるため時間外手当を計上す
る。印刷製本費 63 万 3,000 円は支払通知書、
各種チラシ、制度のお知らせ、振込め詐欺の
防止普及啓発のための印刷費用である。

委 員 　振込め詐欺対策として有効な手立てを
考えているか。

総務部次長 　申請書の中に振込め詐欺の注意
事項を掲載する。また、目立つようなチラシ
を作成して同封しようかとも考えている。

委 員 　個人的な口座番号等情報漏えいには、
万全の態勢で注意をしないといけないが大丈
夫か。

総務部次長 　14 人の職員でそれぞれ責任を
持って行う。バッチ処理で口座番号を打つ業
者は、これまでも税情報などの処理をしてい
る業者で重々注意をしながら情報の漏れがな
いように対策を取りたい。

　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数）
■ 21年度予算■
委 員 　調査基準価格を下回る低入札価格が見

受けられるが、ＡランクからＤランク全部そ
ういう状況か。

監理室長 　そうである。落札率は 19 年度の
土木工事が 93.1％だったが、20 年度は 1 月

末現在 72.9％である。建築工事で 19 年度が
96.4％で 20 年度が 75.5％である。機械工事
が 19 年度 96.4％で 20 年度が 81％、電気工
事はほとんど変わりない。

民間公民館長の成果は
委 員 　公民館 4 館は 20 年度から民間の館長

を雇用したが、1 年を振り返りどうか。
中央公民館長 　地域の皆さんからご推薦いた

だいた運営協議会ということで、非常に人間
関係がうまくいっている。学級講座等も積極
的に取り組まれ、環境整備についても地域の
方々のご支援をいただき良い効果がでてい
る。

　　　　　　　　　　　　　　　（賛成多数）

条　　例
■職員給与条例の一部を改正する条例の制定■

市職員給与条例の一部を改正
人事課長 　給料カットは平成 18 年度から全職

員を対象に 5％カットを実施してきた。当初、
職員労働組合との覚書で 3 年ということにな
っていた。職員労働組合と協議を重ね、課長
級以上はそのまま、課長補佐級以下は 3％カ
ットで合意した。

課長補佐級以下の職員給与が
5％から３％カットに

委 員 　この改正による影響額はいくらか。
人事課長 　19 年度人事院勧告の影響額は約

1,950 万円増、給料カットによる影響額は約
6,600 万円増である。

委 員 　今後はどのようになるのか。
人事課長 　1 年ごとに協議することで進める。

（全員賛成）　

委 員 会 リ ポ ー ト

総務文教

民間から館長を雇用した須恵公民館

3

さんようおのだ議会だより



一般会計
自治会事務費補助金は公開を

■２１年度 予算■
委 員 　自治会事務費補助金は各自治会で適切

に処理されているか。
市民課長 　合併後、新しい自治会長に手引き

を配布して、自治会の会計に一旦歳入するこ
とが望ましく、少なくとも自治会員に公開す
る必要がある。

委 員 　自治会事務費補助金の 15％減額が毎
年続いて、自治会の協力体制に支障が出なけ
ればよいが、感触はどうか。

市民課長 　３年目になり、市の財政状況を理
解し協力いただいているという感触を得てい
る。自治会便を月３回から２回に減らし、多
少の負担軽減ができると思う。

委 員 　児童クラブにおける職員の処遇改善に
ついて考えはあるか。

児童福祉課長 　軽度発達障害の子どもを受け
入れている施設が増えている。各児童クラブ
の指導員の負担を考え、臨時的経費の中で人
員確保を要求しており、待遇改善を図りたい。

委 員 　児童クラブの待機児童数の状況はどう
か。

児童福祉課長 　現在 44 名の待機児童が出てい
る。本山・須恵・高千帆が定員に対して、か
なりの申し込みがある状況である。

委 員 　今後の保育園民営化の検討はどのよう
にしていくのか。

市民福祉部長 　乳児保育園の民営化の影響に
ついて検証し、今後、数園について民営化を
していく必要があると考える。

（賛成多数）　

特別会計
医療費の抑制に向けて

■ 21 年度 国民健康保険特別会計予算■
委 員 　医療費が高いのは医療機関が多いとい

う理由からか。
国保年金課長補佐 　全国的に見て、医療機関

が多いことも原因の一つとしてある。また、
入院についても全国平均に比べてベッド数が

多く入院にかかる費用も全国平均に比べて高
い。県内 13 市における上位３市は、山陽小
野田市・宇部市・美祢市で数年変わっていな
い。

委 員　国保事業安定化計画とはどのような事
業か。

国保年金課長補佐 　20 年度、一人当たりの医
療費が全国平均の 1.164 倍に達したため、高
医療市の指定を受けた。今後の医療費抑制に
向け、安定化計画を定めたものである。

（賛成多数）　

条　　例
■介護保険条例の一部を改正する条例の制定■
委 員 　今回の条例改正のポイントはなにか。
高齢障害課主査 　21 年度と 22 年度の保険料

については、国からの介護従事者処遇改善臨
時特例交付金を繰り入れる。それにより、初
年度については介護報酬の改定による上昇分
の全額、2 年度目にはその半額を補てんする
ことで、負担が急激に上昇しないよう保険料
が軽減される。

委 員 　保険料は県内でどの位置にあるか。
高齢障害課主査 　13 市中、11 番目である。下

関が最高で、1 番安いのが長門市である。
委 員 　なぜ４段階が２つある８段階から、９

段階に変更したのか。
高齢障害課主査 　市民にわかりやすいという

点とシステムの関係で、特例標記を行わず９
段階に変更した。

（全員賛成）　

委 員 会 リ ポ ー ト

民生福祉

民営化された乳児保育園
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一般会計
小規模土木工事の申請変更

■21年度予算■
委 員 　小規模土木に関して、前年度はかなり

予算が残っていたようだが、今年度上限額が
200 万円に変わり、どの程度できるか。

建設部次長 　申請手続きが変更になったので、
施工件数は増えると見込んでいる。

委 員 　申請方法はどのように変わったのか。
建設部次長 　今までは地元の要望後、９名の

職員で１件１件処理していたので、時間がか
かり、順番待ちという状況だった。これから
は、市の了承後、地元で市の指定業者から業
者を選び、要望を伝え業者が測量・設計し積
算する。そして市の積算単価より安ければ手
続き開始になる。これにより、時間短縮と、
入札においても早期入札できるので、着工も
早くなる。また、地元で工事を請けるので金
額も下がるのではと期待もできる。

（全員賛成）　

特別会計
■ 21 年度下水道事業特別会計■
委 員 　下水道管の長寿命化計画とは新しくで

きたものか。
下水道課長 　20 年度からできた制度である。

汚水管渠の経年劣化により詰まりや漏水を引
き起こし、都市部においては路面の陥没など
の原因となり事故なども発生している。長寿
命化計画を立て年次的に整備しライフサイク
ルコストを縮減することを国が支援する制度
である。それに基づいて改修を行う場合には
補助対象事業になる。

委 員 　具体的にはどういうことを行うのか。
建設部長 　合流区域においては、管渠

きょ

内をカ
メラ及び目視などで漏水などの調査を行い、
その上で整備の手法及び全体計画を作成す
る。また、調査結果に基づいて今後の対策の
計画を立て、国へ報告し、了承を得てから事
業化するということを行う。

（全員賛成）　

企業会計
■ 21 年度水道事業会計■
委 員 　後潟で小野田側と山陽側の配水管をつ

なぐ工事を行い、厚狭川の水が3,000トン余っ
ている。後潟から高泊・神田辺りの地域に厚
狭川から送水し、有効利用する考えはあるの
か。

水道局副局長 　厚狭川では渇水が少ない。小
野田地区においては、厚東川ダムを水源とし
ており、小野田地区に大きな渇水が起こった
場合は、厚狭川から応援できるように配管を
つなぐという考えもある。

委 員 　耐震診断で 2,940 万円かかるとのこと
だが、どのようなことを行うのか。

水道局工務課長 　耐震診断については、20 年
3 月に水道施設の技術基準を定める省令が改
正された。それに基づき 10 月から施行され、
これを受けて厚生労働省から水道施設の耐震
化の計画的実施の通知がきた。この中に既存
施設の耐震診断を行い、早期に耐震化計画を
策定して計画的に耐震化を進めるよう指導が
きている。まずは主要な施設、浄水場、配水
池などから進めていきたいと考えている。具
体的には、書類などの審査を行い、実際に構
造物を調査していく予定である。

委 員 　厚東川工水共用ダム分で節水制限があ
るということは、一定額を支払っているのに
どういうことなのか。

水道局総務課財政係長 　厚東川工水が行う事
業はいろいろあり、その負担分として、厚東
工水と宇部市、山陽小野田市の 3 者案分して
費用を払う必要がある。20 年度から事業量
が落ちたので金額が下がっていると理解して
ほしい。

（全員賛成） 　

委 員 会 リ ポ ー ト

建　　設

厚東川ダム
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一般会計
■ 20 年度補正予算（第５回）■

「いざ」という時のために
委 員 　常備消防費の消耗品の防護服は１セッ

ト 1,700 円ということだが、どういうものか。
消防本部総務課長 　感染防護服で紙の丈夫な

ものでできており、ズボンと上着のセットに
なっている。それと目を守るゴーグルと救護
マスク、シューズカバーと手袋で１セットで
ある。

委 員 　使い捨てはあるのか。
消防本部総務課長 　すべて使い捨てである。
委 員 　新型インフルエンザを想定しての対応

策はあるのか。
消防本部総務課長 　パンデミック（世界的大

流行）発生時での国の試算は、本市では終結
するまでおよそ８週間かかるとなっており、
1,450 人の患者を輸送するという想定になっ
ている。4,500 セットを目標に年次的にそろ
えていこうと考えている。

担い手育成は大事です
委 員 　土地改良事業費の新農業水利システム

保全対策事業費はどういう事業か。
農林水産課技監 　16 年度から始まっており、

20 年が最後の年になる。担い手育成、農地
の集約を目標に、できるだけ農業者の負担を
少なくするよう行っている事業である。

（全員賛成）　

今年の「市民まつり」はどこで？
■ 21 年度予算■
委 員 　先般の一般質問で、今年度は場所を変

えるとのことだったが、具体的には旧小野田
市民まつりのような形態に戻ると受け止めて
よいか。

観光振興係長 　３月初めにプロジェクト委員
会を立ち上げ、場所について選定をしている
ところだ。今度は市の活性化を第一の目的に
行うということで、町中で実施をしていきた
い。

（全員賛成）　

特別会計
宣伝にもっと力を入れて

■ 20 年度小型自動車競走事業特別会計補正予算■
委 員 　売上減となっていることについて、そ

の大きな原因として開催日の設定が悪かった
とのことだが、改善の余地はないのか。

公営競技事務所長 　 宣 伝 に 力 が 入 っ て い な
かったことも、ある程度の原因だったと考え
られる。これらの分析・反省については、日
本トーター㈱と十分協議していきたい。

（全員賛成）　

条　　例
求職情報はパソコンで！

■雇用能力開発支援センター条例の一部を改正する条例の制定■
商工労働課主査 　３月 30 日に小野田公共職業

安定所及び小野田労働基準監督署が廃止され
る。その代替措置として、地域職業相談室を
４月６日から当センターの現パソコン第２教
室に開設することに伴い、教室の変更整理を
するものである。

委 員 　改正後、使用料や部屋の数が減ってい
るのは、更衣室やパソコン準備室は使わない
ということか。

商工労働課主査 　実績等も考慮し、貸出の対
象とはしないということだ。ただ、協会など
利用者の要望に対しては、臨機応変に対応し
ていきたい。

（全員賛成）　

環境経済

地域職業相談所開所式（４月６日）
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定
額
給
付
金
の

　
　

準
備
は
万
全
か

議
員　

定
額
給
付
金
・
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
現
在
の
対

応
状
況
は
ど
う
か
。

総
務
部
次
長　

２
月
14
日
に

定
額
給
付
金
対
策
室
を
設
置

し
、
早
期
給
付
実
施
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
３
月
議
会
で
予
算

案
承
認
後
、
４
月
上
旬
に
は
給

付
手
続
き
の
説
明
書
な
ど
を
同

封
し
、
申
請
書
を
郵
送
す
る
。

原
則
と
し
て
口
座
振
り
込
み

で
、
最
初
の
支
払
い
は
４
月
下

旬
か
ら
５
月
上
旬
を
見
込
ん
で

い
る
。
申
請
期
間
は
６
カ
月
で

あ
る
。

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
給
付

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
と

協
議
を
し
た
が
、
財
源
確
保
が

困
難
で
あ
る
こ
と
と
、
地
域
振

興
券
な
ど
の
取
扱
い
は
地
元
へ

の
経
済
効
果
が
そ
れ
ほ
ど
期
待

で
き
な
い
な
ど
の
意
見
で
実
施

は
困
難
で
あ
る
。

議
員　
「
福
祉
な
り
、
教
育

な
り
、
も
っ
と
有
効
な
活
用
方

法
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
声

も
あ
る
。
給
付
金
が
要
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
や
給
付
金
に

対
す
る
市
民
の
気
持
ち
を
取
り

込
ん
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と

受
け
た
上
で
、
そ
れ
を
も
っ
と

別
の
目
的
、
例
え
ば
学
校
耐
震

化
・
図
書
館
の
図
書
購
入
費
な

ど
に
使
う
。
み
ん
な
の
願
い
が

集
約
で
き
る
目
的
を
明
ら
か
に

し
た
市
民
か
ら
の
積
極
的
な
寄

附
の
受
け
入
れ
を
市
民
に
募
る

こ
と
を
表
明
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

制
度
の
趣
旨
が
個
人

の
生
活
支
援
で
あ
り
、
私
個
人

と
し
て
は
生
活
支
援
大
歓
迎
で

あ
る
。
私
は
「
山
陽
小
野
田
市

内
で
ぜ
ひ
使
っ
て
下
さ
い
」
と

呼
び
か
け
る
。

接
遇
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

議
員　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
は
か
る
意
識
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
は
で
き
な
い

か
。総

務
部
長　

早
速
新
年
度
に

他
の
自
治
体
を
参
考
に
実
施
を

検
討
す
る
。
さ
ら
に
は
接
遇
向

上
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

病
院
局
や
水
道
局
も
含
め
た
全

庁
的
な
取
組
み
を
考
え
た
い
。

道
路
の
維
持
管
理

議
員　

旦
亀
の
甲
の
神
田
上

た
め
池
沿
い
の
道
路
の
抜
本
的

な
地
盤
改
良
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
危
険
性
を
ど
の
程

度
認
識
し
て
い
る
か
。

建
設
部
次
長　

こ
の
道
路
は

以
前
よ
り
池
側
に
沈
下
移
動

し
、
路
面
に
ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ

て
い
る
。
地
盤
の
沈
下
量
を
測

定
し
て
い
る
が
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ
な
い
。
今
後
も
継
続
し

て
観
察
し
、
変
化
が
あ
れ
ば
改

良
を
検
討
す
る
。

議
員　

市
長
は
財
政
危
機
状

態
の
中
で
就
任
し
、
明
り
の
見

え
る
状
況
ま
で
財
政
改
善
を
進

め
た
手
腕
を
高
く
評
価
し
た
い

が
、
新
公
会
計
制
度
の
導
入
期

限
が
迫
る
中
で
そ
の
対
策
の
進

展
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

新
公

会
計
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体

の
行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の

た
め
に
、
今
ま
で
の
現
金
主
義

会
計
方
法
か
ら
、
国
の
作
成
基

準
に
準
拠
し
て
発
生
主
義
の
活

用
と
、
複
式
簿
記
の
考
え
方
を

導
入
し
、
財
務
四
表
を
標
準
形

と
し
て
作
成
、
公
表
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
と
を
連
動
さ
せ
て
作
成
す

る
財
務
諸
表
を
総
務
省
方
式
改

定
モ
デ
ル
に
統
一
し
、
公
会
計

の
整
備
促
進
を
目
指
す
。

　

導
入
の
期
限
は
平
成
21
年
度

で
あ
り
、
県
主
催
の
研
修
会
に

参
加
し
勉
強
し
て
い
る
。

（
財
務
四
表
と
は
①
貸
借
対
照

表
、
②
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

③
資
産
収
支
計
算
書
、
④
純
資

産
変
動
計
算
書
を
い
う
）

議
員　

貸
借
対
照
表
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
の
計
上
が
必

要
で
あ
る
が
ど
う
す
る
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

退
職
手

当
債
に
依
存
し
な
い
健
全
財
政

運
用
を
行
う
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
今
後
、
職
員
給
与

費
の
一
定
額
を
基
金
に
積
立
て

る
必
要
が
あ
る
。

　

職
階
制
給
与
制
度
の

　
　
　

運
用
は
適
切
か

議
員　

職
員
の
職
階
ご
と
の

構
成
は　

係
長
職
以
上
の
職
員

83
％
、
課
長
補
佐
職
以
上
の
職

員
52
％
、課
長
職
以
上
の
職
員
、

31
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制

度
は
給
与
総
額
が
無
制
限
に

上
昇
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る

狙
い
を
持
つ
制
度
で
あ
る
が
、

現
況
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

中
膨
れ
状
態

は
中
高
年
層
が
多
く
、
新
規

採
用
が
少
な
い
こ
と
と
、
合

併
に
よ
り
役
職
職
員
の
ダ
ブ

リ
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
な
ど

が
原
因
と
思
う
。
ま
た
４
級

職
に
な
る
ま
で
は
、
い
わ
ゆ

る
渡
り
昇
給
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
。
こ
の

問
題
は
、
国
の
指
導
も
あ
り
、

是
正
の
必
要
も
あ
る
。

　

生
活
改
善
・
学
力
向
上

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
問
う

議
員　

こ
の
事
業
推
進
で
ど

の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
た

か
。教

育
長　

こ
の
事
業
は
、
生

き
る
力
の
土
台
を
つ
く
る
目
的

で
市
内
全
小
中
学
校
で
実
施
し

て
い
る
。
成
果
は
、
偏
差
値
と

知
能
指
数
の
向
上
が
目
に
見
え

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
保
護
者

の
生
活
習
慣
改
善
の
風
潮
と
子

ど
も
の
集
中
力
の
向
上
と
学
習

規
律
の
定
着
が
大
な
る
成
果
で

あ
る
。

一 般 質 問

本
市
の
定
額
給
付
金
ど
う
な
る

尾
山
　
信
義
　
議
員

新
公
会
計
制
度
の
導
入
対
策
は
万
全
か

岡
田
　
事
　
議
員

神田上ため池沿いの道路（旧亀の甲）
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年　度 人　件　費
17 年度 60 億 1 千 4 百万円
18 年度 55 億 3 千 7 百万円
19 年度 54 億 3 千 9 百万円

普通会計の人件費推移

学
校
図
書
館
の
充
実

議
員　

子
ど
も
議
会
で
の
図

書
館
の
要
望
に
教
育
委
員
会
の

考
え
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

た
く
さ
ん
の
本

が
読
み
た
い
と
い
う
要
望
に
応

え
ら
れ
ず
心
痛
し
て
い
る
。
ま

ず
は
図
書
基
準
の
達
成
を
目
標

に
予
算
確
保
に
努
め
る
。

議
員　

学
校
図
書
館
政
策
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
の
計

画
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

政
策
に
つ
い
て

は
山
陽
小
野
田
市
子
ど
も
読
書

推
進
計
画
に
盛
り
込
ん
で
あ

る
。
図
書
資
料
の
充
実
、
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

強
化
の
た
め
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー

ス
化
、
司
書
教
諭
の
配
置
充
実

な
ど
の
取
組
み
を
掲
げ
て
い

る
。

議
員　

学
校
図
書
館
に
「
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
」
と
学
校

司
書
の
配
置
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

教
育
部
長　

学
校
図
書
館
も

「
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
」
と

な
る
が
、
市
独
自
で
の
常
設
司

書
の
配
置
は
、
多
大
な
人
件
費

を
必
要
と
し
現
状
で
は
難
し

い
。
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
用
で
の
可
能
性
を
検
討

す
る
。

議
員　

給
食
調
理
員
が
校
務

員
と
な
っ
て
い
る
が
、
研
修
な

ど
を
行
い
図
書
館
補
助
員
に
任

用
替
え
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

将
来
的
な
給
食

シ
ス
テ
ム
は
考
え
る
が
、
提
案

に
つ
い
て
は
今
後
、
教
育
委
員

会
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
検
討
し

て
い
く
。

市
長　

教
育
委
員
会
は
、
学

校
図
書
館
の
充
実
の
必
要
性
は

十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
早
急

の
要
求
に
は
財
政
難
で
教
育
委

員
会
も
答
え
よ
う
が
な
い
。
来

年
度
か
再
年
度
に
は
な
ん
と
か

な
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う
し

ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し
い
。

都
市
間
競
争
に
勝
つ
！

　
　
　

定
住
促
進
策

議
員　

教
育
委
員
会
を
定
住

促
進
の
柱
に
し
て
、
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
教
育
環
境
の

整
備
な
ど
で
若
い
人
の
定
住
を

は
か
る
こ
と
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

教
育
を

通
じ
て
光
り
輝
く
情
報
発
信
を

す
る
こ
と
は
、
山
陽
小
野
田
市

の
「
売
り
」
と
な
る
視
点
で

は
、
同
感
で
あ
る
。
定
住
さ
せ

る
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、
生
活
改
善
・
知
能
向
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
定
住
の
動
機

づ
け
の
一
つ
に
な
る
。

議
員　

定
住
促
進
の
モ
デ
ル

は
、
白
井
市
長
で
は
な
い
か
。

貧
困
で
苦
学
の
時
代
に
、
当
時

の
市
長
の
援
助
で
進
学
し
、
今

が
あ
る
。
恩
返
し
の
気
持
ち
で

市
の
再
建
を
公
約
に
し
て
い
る

姿
勢
は
、「
ひ
と
づ
く
り
の
ま

ち
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

教
育
の
充
実
と
人
財
を
育
て
る

ソ
フ
ト
面
を
目
玉
に
、
魅
力
あ

る
定
住
促
進
政
策
を
望
む
。

対
話
の
日

議
員　

対
話
の
日
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た

回
数
と
参
加
者
、
成
果
に
つ
い

て
ど
う
か
。

市
長
公
室
長　

71
回
開
催

し
、
参
加
さ
れ
た
市
民
は

２
２
０
１
人
で
あ
る
。
行
政
へ

の
意
見
や
要
望
な
ど
市
民
か
ら

直
接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
市

民
の
市
政
へ
対
す
る
関
心
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

議
員　

市
長
は
、「
対
話
の

日
」
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い

で
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

う
が
、
一
部
の
関
心
の
あ
る
人

だ
け
が
集
ま
る
の
で
は
意
味
が

な
い
と
思
う
。
参
加
者
を
幅
広

く
増
や
す
た
め
の
工
夫
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

対
話
の
日
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
人

で
も
多
く
の
方
に
、
市
役
所
の

中
の
あ
り
の
ま
ま
の
情
報
を
で

き
る
だ
け
伝
え
よ
う
と
回
っ
た

が
、
意
外
に
届
い
て
い
な
い
と

い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。
や
は

り
工
夫
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。「
対
話
の
日
」
を
「
市
長

で
す
、
ち
ょ
っ
と
お
邪
魔
し
ま

す
」
と
い
う
形
に
し
た
い
。

人
件
費
の
削
減

議
員　

給
料
５
％
カ
ッ
ト
な

ど
、
人
件
費
の
削
減
効
果
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

５
％
カ
ッ
ト
の

影
響
額
は
、
18
・
19
・
20
年
度

の
合
計
で
約
７
億
５
５
０
０
万

円
で
あ
る
。
議
員
報
酬
や
特
別

職
の
給
与
の
カ
ッ
ト
を
含
め
、

総
額
で
約
８
億
７
７
０
０
万
円

で
あ
る
。時
間
外
勤
務
手
当
は
、

職
員
の
努
力
に
よ
り
19
年
度
で

２
３
７
７
万
７
０
０
０
円
の
減

額
と
な
っ
た
。

議
員　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
（
国
家
公
務
員
の
給
与
を

１
０
０
と
し
て
比
較
す
る
数

値
）
に
つ
い
て
、
17
年
度
は

１
０
０
・
８
だ
っ
た
が
、
18
年

度
の
５
％
カ
ッ
ト
に
よ
り
97
・

２
に
落
ち
て
い
る
。
21
年
度
は

一
部
３
％
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

98
・
９
と

な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

１
０
０
を
超
え
な
い
範
囲
で
今

後
も
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

４
年
間
の
評
価

議
員　

職
員
の
意
識
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

市
長
公
室
長　

民
間
発
想
の

市
長
と
い
う
こ
と
で
、
正
直
戸

惑
い
も
あ
っ
た
が
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、
一
つ
一
つ
を
決
め

て
い
く
行
政
手
法
は
、「
公
平

公
正
、
公
明
正
大
」
の
基
本
姿

勢
で
一
貫
し
て
い
る
。
市
民
本

位
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
考
え

方
が
職
員
に
も
理
解
さ
れ
つ
つ

あ
る
。

議
員　

４
年
間
の
自
己
評
価

は
ど
う
か
。

市
長　

80
点
く
ら
い
は
も
ら

い
た
い
。

一 般 質 問

定
住
促
進
は
教
育
か
ら
発
信

岩
本
　
信
子
　
議
員

子供たちの夢をのせた配本車

　

白
井
市
政
の
検
証　

河
野
　
朋
子
　
議
員
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議
員　

定
額
給
付
金
の
活
用

方
法
で
、協
賛
事
業
者
を
募
り
、

定
額
給
付
金
サ
ー
ビ
ス
や
セ
ー

ル
は
開
催
で
き
な
い
か
。

総
務
部
次
長　

商
工
会
議
所

を
通
じ
て
お
願
い
は
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

議
員
　

振
り
込
め
詐
欺
被
害

を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
、
申
請
書

な
ど
を
送
る
際
、
そ
の
中
に
目

立
つ
色
の
チ
ラ
シ
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

総
務
部
次
長　

事
務
費
の
中

で
調
整
を
し
な
が
ら
、
考
え
合

わ
せ
て
み
た
い
。

頑
張
っ
て
ま
す
！
妊
婦
支
援

議
員　

国
の
第
２
次
補
正
予

算
で
妊
婦
健
診
14
回
ま
で
の
公

費
負
担
分
が
計
上
さ
れ
、
待
ち

に
待
っ
た
妊
婦
健
診
無
料
化
が

実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

妊
婦
一
人
当
た
り
の
助
成
金
額

は
い
く
ら
か
。

市
民
福
祉
部
長　

妊
婦
一
人

11
万
２
４
５
０
円
を
予
定
し
て

い
る
。
追
加
健
診
を
除
き
自
己

負
担
は
な
い
。

議
員　

今
の
と
こ
ろ
国
の
支

援
は
２
年
と
な
っ
て
い
る
。
わ

が
党
の
女
性
国
会
議
員
が
永
続

的
な
措
置
を
訴
え
て
い
る
が
、

本
市
に
あ
っ
て
も
県
や
国
に
強

く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

市
民
福
祉
部
長　

全
国
議
長

会
と
市
長
会
の
要
望
の
中
に
入

れ
た
い
。

議
員　

市
民
病
院
が
助
産
師

外
来
を
開
設
し
、
妊
婦
に
支
援

し
て
い
る
こ
と
を
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
広
報
し
て
ほ
し
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
市
全
体
で

議
員　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

多
目
的
ト
イ
レ
設
置
に
あ
た

り
、市
内
全
体
を
見
る
た
め
に
、

市
内
の
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
実

態
の
一
覧
表
を
作
成
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

指
摘
は
も
っ
と
も

で
、
関
係
職
員
に
指
示
し
て
全

市
的
な
一
覧
表
を
作
成
す
る
。

オ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う

議
員　

19
年
２
月
議
会
で
提

案
し
、
20
年
３
月
に
山
陽
オ
ー

ト
場
で
物
産
展
が
開
催
さ
れ
た

が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

公
営
競
技
事
務
所
長　

18
年

度
と
入
場
者
を
比
較
す
る
と
、

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
3.4
％
伸
び

て
い
る
。
ま
た
、
無
料
入
場
券

を
５
０
０
人
が
使
用
し
て
い

る
。
如
実
に
効
果
が
現
れ
て
お

り
、関
係
者
に
感
謝
し
て
い
る
。

安
全
に
通
学

　
　

さ
せ
る
た
め
に

議
員　

通
学
路
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、
担
当
部
署
に
要
望

書
を
出
し
、
き
ち
ん
と
文
書
で

残
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う

か
。教

育
部
長　

指
摘
の
と
お

り
、
そ
う
い
っ
た
連
携
が
し
っ

か
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

危
険
な
通
学
路
に
カ

ラ
ー
舗
装
は
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

本
市
に
は
歩
道

の
な
い
道
路
が
多
い
。
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

情
報
公
開

議
員　

市
長
は
情
報
開
示
と

説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長
公
室
長　

決
し
て
満
足

と
は
い
え
な
い
が
、
努
力
し
て

い
る
状
態
は
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
。

議
員　

職
員
特
殊
勤
務
手
当

検
討
委
員
会
の
提
言
書
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
削
除
さ
れ
て
い

る
。
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
も

削
除
さ
れ
た
と
報
告
が
あ
っ

た
。市

長
公
室
長　

人
事
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
が
で
き

る
。総

務
部
長　

現
在
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。広

報
紙

議
員　

３
月
１
日
号
の
広
報

紙
の
表
紙
に
、
市
長
は
知
り
合

い
の
女
性
か
ら
ひ
な
祭
り
の
写

真
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ

れ
た
か
。

市
長　

そ
の
ま
ま
担
当
の
職

員
に
伝
え
検
討
さ
せ
た
。

公
正
、
公
平
な
情
報
を

市
民
に
伝
え
て
い
る
か

議
員　

市
長
が
就
任
し
て
随

分
と
不
祥
事
が
続
い
た
。
市
長

は
広
報
に
掲
載
し
た
り
、
し
な

か
っ
た
り
し
て
い
る
が
何
か
問

題
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長
公
室
長　

掲
載
し
た

り
、
し
な
か
っ
た
り
と
い
う
対

応
は
確
か
に
ま
ず
い
。
今
後
は

不
祥
事
を
含
め
掲
載
す
る
基
準

を
統
一
し
た
い
。

住
民
投
票
条
例

議
員　

市
長
は
住
民
投
票
条

例
を
制
定
し
た
が
ど
の
よ
う
に

使
う
つ
も
り
か
。

市
長　

法
令
は
生
き
た
も
の

だ
。
だ
か
ら
途
中
か
ら
ひ
と
り

歩
き
を
始
め
る
。
そ
の
都
度
、

そ
の
段
階
で
市
長
、
市
議
会
が

判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

企
業
誘
致

議
員　

本
市
は
、
好
景
気
に

も
か
か
わ
ら
ず
誘
致
体
制
の
不

徹
底
か
ら
企
業
誘
致
が
ほ
と
ん

ど
実
現
し
な
か
っ
た
。
今
日
、

急
激
な
経
済
悪
化
を
受
け
て
、

企
業
誘
致
は
極
め
て
困
難
に

な
っ
た
。
市
長
は
企
業
誘
致
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
評
価
、
判
断
を
し
て
い
る

か
。環

境
経
済
部
長　
市
と
県
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
企
業
誘
致

を
進
め
て
き
た
。
県
内
に
は
多

く
の
企
業
団
地
が
あ
る
が
、
増

設
を
含
め
、
数
字
か
ら
見
る
と

ま
ず
ま
ず
だ
と
思
う
。

市
長　

職
員
は
本
来
の
業
務

を
こ
な
し
な
が
ら
、
有
利
な
情

報
に
接
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

当
核
部
署
に
取
り
次
い
で
も
ら

う
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
る
。

一 般 質 問

吉
永
　
美
子
　
議
員

佐
村
　
征
三
郎
　
議
員

春
を
呼
ぶ
定
額
給
付
金
！

市
民
の
声
は
市
政
に
届
い
て
い
る
か

東沖ファクトリーパーク

好評だった山陽オート場での物産展
（平成20年３月22・23日）
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議
員　

定
年
退
職
を
前
に
将

来
の
山
陽
小
野
田
市
の
た
め
、

ぜ
ひ
や
り
た
か
っ
た
こ
と
、
実

施
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
。

総
務
部
長　

防
災
行
政
無
線

の
整
備
が
最
も
大
切
な
こ
と

だ
。
防
災
対
策
の
基
盤
を
な
す

も
の
で
、
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
と
き
に
緊
急
放
送
で
あ
る
と

か
、
あ
る
い
は
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
と
か
を
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
の
防
災
無
線
は
、
導

入
し
て
か
ら
13
年
経
ち
、
故
障

が
多
い
。
現
在
ア
ナ
ロ
グ
で
、

平
成
23
年
６
月
に
は
デ
ジ
タ
ル

で
な
い
と
使
用
で
き
な
く
な

る
。
更
に
、
旧
山
陽
町
は
有
線

放
送
の
み
で
防
災
行
政
無
線
が

山
陽
地
区
に
未
設
置
で
あ
り
、

今
の
免
許
が
22
年
５
月
で
切
れ

る
。企

画
政
策
部
長　

一
番
心
残

り
な
の
は
、
１
５
０
億
円
の
合

併
特
例
債
、
こ
れ
を
ど
う
使
う

か
。
事
業
の
洗
い
出
し
を
来
年

度
か
ら
始
め
る
が
、
全
部
使
う

べ
き
か
、
確
か
に
市
町
村
に

と
っ
て
は
大
変
有
利
な
財
源
だ

が
借
金
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

全
部
使
え
ば
、
こ
の
道
は
い
つ

か
来
た
道
で
は
な
い
か
と
い
う

よ
う
な
思
い
が
老
婆
心
な
が
ら

思
っ
て
い
る
。

環
境
経
済
部
長　

わ
が
市
は
、

循
環
型
社
会
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
第
二
歩
だ
。
や
は
り
斎
場

の
設
備
の
充
実
、
こ
れ
も
あ
る

し
、
26
年
ま
で
の
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
新
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
し
尿
・
汚
泥
の
問
題
の
解
決

も
あ
る
。

　

商
工
・
農
林
水
産
関
係
も
後

輩
に
託
し
て
い
き
た
い
。

小
中
一
貫
教
育

議
員　

内
容
的
に
一
貫
校

舎
、
現
行
学
校
で
の
連
携
教
育

等
々
あ
る
よ
う
だ
が
当
市
は
ど

う
か
。

教
育
長　

全
国
で
何
ら
か
の

小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
小
中

一
貫
教
育
の
定
義
は
、
全
く
ば

ら
ば
ら
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は

ま
だ
、
定
義
を
決
定
し
て
い
な

い
。

議
員　

当
市
の
小
中
一
貫
教

育
は
、
小
学
校
の
先
生
が
中
学

校
へ
、
中
学
校
の
先
生
が
小
学

校
へ
行
っ
て
教
え
る
イ
メ
ー
ジ

か
。
ま
た
実
施
は
厚
陽
・
埴
生

地
区
か
。

教
育
長　

小
中
一
貫
教
育
で

は
な
い
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

本
市
の
小
中
連
携
も
こ
の
４
月

か
ら
、
小
・
中
学
校
の
先
生
が

授
業
を
交
流
す
る
取
組
み
に
全

市
的
に
入
る
。

財
政
指
数
の
改
善

議
員　

市
長
在
任
４
年
間
を

総
括
し
、
中
長
期
財
政
計
画
、

財
政
指
数
は
ど
の
よ
う
に
改
善

推
移
を
し
た
の
か
。

企
画
政
策
部
次
長　
平
成
19

年
10
月
に
平
成
20
年
度
か
ら
10

年
間
の
財
政
計
画
を
策
定
し

た
。
ま
た
、
地
方
財
政
健
全
化

法
に
よ
り
四
つ
の
健
全
化
判
断

比
率
「
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
」
が
設

け
ら
れ
た
。
特
に
、
実
質
公
債

費
比
率
に
つ
い
て
、
平
成
17
年

度
決
算
で
は
23
・
７
％
で
基
準

の
18
％
を
大
き
く
超
え
、
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
し

て
い
る
。
年
間
市
債
発
行
額
を

20
億
円
か
ら
逓て
い

減げ
ん
し
、
平
成
21

年
度
に
は
18
％
未
満
と
な
る
。

財
政
力
指
数
に
つ
い
て
は
平
成

17
年
度
の
０
・
68
か
ら
平
成
20

年
度
に
は
０
・
79
に
な
る
が
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
掲
げ
ら

れ
る
行
財
政
改
革
を
進
め
、
行

財
政
改
革
を
基
本
と
し
、
財
政

の
効
率
的
運
営
、
自
主
財
源
の

確
保
を
目
指
す
。

議
員　
合
併
特
例
債
の
活
用

も
考
え
る
べ
き
時
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
次
長　

厳
し

さ
に
変
わ
り
は
な
い
と
考
え

る
。行

財
政
改
革
効
果
の

３
分
の
２
は
人
件
費
削
減
分

議
員　

人
件
費
の
削
減
効
果

は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

３
年
間
の

職
員
給
料
５
％
カ
ッ
ト
で

７
億
５
５
０
０
万
円
、
議
員
約

25
％
カ
ッ
ト
で
１
億
３
０
０
万

円
、
市
長
15
～
20
％
で

１
１
９
０
万
円
、
教
育
長
の
18

～
20
％
で
７
９
０
万
円
、
総
額

は
約
８
億
８
０
０
０
万
円
で
あ

る
。
退
職
職
員
の
不
補
充
な
ど

４
年
間
で
約
22
億
４
６
０
０
万

円
の
節
減
効
果
も
あ
る
。
こ
れ

ら
が
不
足
財
源
と
し
て
活
用
さ

れ
た
。

議
員　

特
定
財
源
と
し
て
充

て
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
で

は
な
い
か
。

合
併
協
決
定
事
項
の

し
尿
処
理
料
金
の
統
一
履
行
を

議
員　

合
併
協
議
会
決
定
事

項
の
利
用
、
使
用
料
を
統
一
す

る
中
で
、
し
尿
処
理
の
料
金
が

い
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う

し
て
か
。

環
境
経
済
部
長　
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

の
中
で
区
域
内
の
処
理
に
つ
い

て
は
、市
町
村
の
役
目
で
直
営
、

ま
た
は
、
委
託
が
で
き
な
い
場

合
は
市
町
村
の
責
任
の
も
と
業

者
に
委
託
、
許
可
を
与
え
る
。

山
陽
地
区
、
小
野
田
地
区
を
分

け
て
許
可
を
出
し
て
お
り
、
料

金
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
大
変

難
し
い
問
題
で
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

議
員　

業
者
の
テ
リ
ト
リ
ー

を
な
く
す
か
、
補
助
金
な
ど
で

格
差
を
な
く
す
べ
き
だ
。

一 般 質 問

伊
藤
　
武
　
議
員

千
々
松
　
武
博
　
議
員

市
長
在
任
４
年
間
の
総
括
を

後
輩
に
託
す
重
点
施
策

防災パトロール車 防災無線

小野田浄化センター
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指
定
ご
み
袋
の
変
更

議
員　

市
民
の
混
乱
は
な
い

か
。環

境
経
済
部
長　

証
紙
シ
ー

ル
の
購
入
が
、年
末
に
集
中
し
、

在
庫
不
足
で
販
売
枚
数
制
限
を

す
る
事
態
に
陥
っ
た
。
市
民
の

皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
。

議
員　

新
し
い
袋
の
材
質
を

変
え
た
理
由
は
な
に
か
。ま
た
、

苦
情
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

他
市
を
参

考
に
し
て
、
製
造
単
価
が
安

い
、半
透
明
で
あ
る
。
焼
却
時
・

製
造
時
に
CO2
の
排
出
量
が
少
な

く
、
強
度
が
強
い
の
で
採
用
し

た
。
取
手
付
き
の
袋
も
検
討
し

た
が
、
製
造
単
価
が
高
く
な
る

た
め
断
念
し
た
。
苦
情
と
し
て

は
、「
伸
び
な
い
の
で
結
び
に

く
い
」「
縦
に
裂
け
て
し
ま
う
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。ご

み
焼
却
場
の
建
設
費

議
員　

ご
み
焼
却
場
を
新
し

く
建
設
し
た
場
合
の
経
費
は
ど

う
か
。

環
境
経
済
部
長　

総
事
業

費
は
約
53
億
２
２
０
０
万
円

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
内
、

国
か
ら
の
循
環
型
社
会
形
成

交
付
金
が
15
億
８
０
０
０
万

円
、
合
併
特
例
債
な
ど
が

35
億
１
２
０
０
万
円
で
、
残
り

の
約
２
億
２
０
０
０
万
円
程
度

が
一
般
財
源
と
い
う
こ
と
に
な

る
。ご

み
の
焼
却
場
は　

　
　

作
ら
な
い
宣
言

議
員　

焼
却
場
の
老
朽
化
を

機
会
に
、
53
億
円
か
け
て
焼
却

場
を
建
設
せ
ず
、
ご
み
の
堆
肥

化
を
進
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

上
げ
て
、「
ご
み
の
焼
却
場
は

作
ら
な
い
宣
言
」
を
し
て
は
ど

う
か
。

環
境
経
済
部
長　

将
来
の
方

向
と
し
て
は
正
し
い
と
思
う

が
、
核
家
族
化
が
進
む
な
ど
生

ご
み
を
分
別
し
て
出
す
と
い
う

体
制
を
６
年
間
で
作
る
こ
と
は

無
理
だ
と
思
う
。

　

焼
却
場
を
26
年
度
ま
で
も
た

せ
て
、
来
年
度
か
ら
段
階
的
に

建
設
を
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。街

路
樹
の
剪せ
ん
て
い定
方
法

議
員　

美
し
い
樹
形
を
生
か

す
よ
う
な
剪
定
を
す
べ
き
と
思

う
が
目
的
は
な
に
か
。
ま
た
剪

定
方
法
は
ど
う
指
示
し
て
い
る

か
。建

設
部
長　

街
路
樹
の
剪

定
は
、
専
門
知
識
と
技
能
を

持
っ
た
技
術
者
が
行
っ
て
い

る
。
剪
定
方
法
は
枝
に
よ
る
住

宅
や
電
線
へ
の
支
障
並
び
に
車

両
や
歩
行
者
の
障
害
に
な
ら
な

い
程
度
に
枝
を
落
と
し
、
美
し

い
景
観
を
維
持
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

議
員　

落
葉
樹
が
紅
葉
す
る

前
に
剪
定
す
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

建
設
部
長　

地
元
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
方
の
要
望
も
あ

り
、
紅
葉
す
る
樹
木
も
一
部
剪

定
し
て
い
る
。

ど
ん
な
目
的
で

議
員　

小
中
一
貫
教
育
の
検

討
を
教
育
委
員
会
内
部
で
始
め

た
と
聞
い
た
が
、
経
緯
や
目
的

は
な
に
か
。

教
育
長　

平
成
17
年
10
月
に

中
央
教
育
審
議
会
が
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
答
申
を

出
し
、
全
国
の
教
育
委
員
会
で

検
討
が
始
ま
っ
た
。

議
員　

本
市
で
検
討
が
始
め

ら
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

教
育
長　

平
成
19
年
に
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
方
針

が
決
定
し
、
そ
の
中
に
小
中
一

貫
と
い
う
文
言
が
付
け
加
わ
っ

た
の
で
研
究
も
更
に
進
ん
だ
。

更
に
教
育
委
員
と
関
係
者
で
広

島
県
呉
市
へ
先
進
地
視
察
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
印
象
深

く
好
評
で
あ
っ
た
た
め
検
討
を

始
め
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案

が
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

相
違
点

議
員　

小
中
一
貫
校
と
一
貫

教
育
の
違
い
は
な
に
か
。

教
育
長　

同
一
敷
地
内
で
一

貫
教
育
を
実
践
し
て
い
る
学
校

を
、
宇
治
市
で
は
『
小
中
一
貫

校
』
呉
市
で
は
『
小
中
一
貫
教

育
校
』
と
呼
ん
で
い
る
が
、
離

れ
た
小
中
学
校
を
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
し
て
連
携
し
て
教
育

を
実
践
し
て
い
る
学
校
を
、
八

王
子
市
で
は
『
小
中
一
貫
校
』

宇
治
市
で
は
『
小
中
一
貫
教
育

校
』
呉
市
で
は
『
小
中
一
貫
教

育
実
践
校
』
と
呼
び
、
一
見
矛

盾
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

端
的
に
言
え
ば
、

小
中
一
貫
教
育
と

い
う
の
は
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
を
言

い
、
小
中
一
貫
校

は
学
校
の
こ
と
指

し
て
い
る
。

議
員　

規
模
や

時
期
に
つ
い
て
は
、

ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長　

ま
だ

検
討
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
段
階
な

の
で
、
具
体
的
な

こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
も
県
の
重
点
施
策
に

沿
っ
て
全
学
校
が
取
り
組
ん
で

い
る
小
中
連
携
教
育
を
更
に
充

実
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

耐
震
計
画
と
の
関
係

議
員　

耐
震
診
断
や
校
舎
改

修
補
強
計
画
と
の
整
合
性
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

教
育
長　

そ
れ
ぞ
れ
別
の
も

の
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
小

中
一
貫
教
育
の
検
討
や
取
組
み

に
よ
っ
て
、
例
え
ば
学
校
施
設

の
耐
震
化
等
が
遅
れ
る
と
い
う

影
響
は
出
な
い
。

一 般 質 問

河
村
　
雅
伸
　
議
員

ご
み
焼
却
場
の
老
朽
化

好
川
　
桂
司
　
議
員

　
　

小
中
一
貫
教
育
？

小
中
一
貫
校
？　
　

民設民営による生ごみ堆肥化施設（鹿児島県 志布志市）

呉市で始まっている小中一貫教育実践校の運動会
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議
員　

市
は
子
ど
も
の
不
登

校
に
対
応
す
る
心
の
支
援
室
職

員
を
半
減
さ
せ
た
結
果
、
不
登

校
生
徒
が
増
え
た
。
心
の
支
援

室
の
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　

不
登
校
状
態
の
児

童
・
生
徒
た
ち
に
は
、
一
人
ひ

と
り
に
複
雑
で
深
い
理
由
が
あ

る
た
め
、
地
道
な
支
援
活
動
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
初
め
て
成

果
が
出
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ン

パ
ワ
ー
の
確
保
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
新
年
度
に
支
援
員
２

人
増
員
す
る
。

議
員　

急
い
で
対
応
し
て
い

か
な
い
と
子
ど
も
た
ち
は
ひ
ど

い
事
態
に
な
る
。
心
の
支
援
室

を
現
在
の
４
人
か
ら
６
人
に
引

き
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
８
人
か
ら
４
人
に
減
ら
さ

れ
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。
８
人
の
こ
ろ
の
不
登
校
は

46
人
、
57
人
、
予
算
を
削
減
し

た
昨
年
は
72
人
、
今
年
は
ま
だ

１
月
だ
が
、
す
で
に
80
人
が
不

登
校
に
な
っ
て
い
る
。
対
応
に

当
た
る
支
援
員
を
削
減
さ
せ
た

か
ら
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

残
念
な
数
字
で
、
教

育
委
員
会
の
光
の
当
た
ら
な
い

陰
が
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
心
の
支
援
員
を

増
や
せ
ば
実
績
が
上
が
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
こ
と
は

考
え
る
。

議
員　

予
算
に
は
切
り
詰
め

て
も
何
と
か
我
慢
で
き
る
と
こ

ろ
も
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
瓦が

解か
い
す
る
。
子
ど
も
た
ち
の
そ
う

い
う
心
の
痛
み
に
対
し
て
心
を

寄
せ
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
支

援
員
が
足
り
な
い
ば
か
り
に
不

幸
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
私
は
強
く
言

い
た
い
。
削
っ
て
は
な
ら
な
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
。

使
い
に
く
い

ご
み
袋
の
改
善
を

議
員　

ご
み
袋
の
形
状
と
材

質
に
つ
い
て
、「
使

い
に
く
い
」
と
評
判

が
悪
い
。

環
境
経
済
部
長　

市
民
か
ら
色
々
な
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
ご
意
見
を
も
と

に
、
改
良
も
含
め
て

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

山
口
市
の
も
の
は
マ

チ
が
付
き
、
取
っ
手
が
付
い
て

使
い
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

環
境
経
済
部
長　

取
っ
手
を

つ
く
る
こ
と
も
検
討
を
し
た

が
、単
価
に
は
ね
返
っ
て
く
る
。

議
員　

当
市
の
も
の
は
22
円

80
銭
く
ら
い
だ
が
、
山
口
市
は

10
円
で
あ
り
半
分
以
下
で
あ

る
。
取
っ
手
を
つ
け
れ
ば
単
価

が
上
が
る
と
か
い
ろ
い
ろ
言
わ

れ
た
が
、
山
口
市
は
便
利
が
よ

く
安
い
。
山
陽
小
野
田
市
は
高

い
上
に
使
い
に
く
い
。
宇
部
市

は
８
円
20
銭
く
ら
い
で
あ
る
。

山
陽
小
野
田
市
に
住
ん
で
い
る

が
た
め
に
大
き
な
負
担
を
か
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
市
長
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

市
長　

認
識
が
全
然
な
く
て

申
し
訳
な
い
。見
直
し
を
す
る
。

議
員　

学
校
耐
震
調
査
結
果

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

教
育
部
長　

昨
年
か
ら
耐
震

化
推
進
計
画
を
一
部
前
倒
し
し

て
診
断
し
て
い
る
が
、
ま
だ
耐

震
結
果
が
出
て
い
な
い
。

議
員　

昨
年
、
学
校
耐
震
調

査
を
前
倒
し
に
す
る
こ
と
を
高

く
評
価
し
、
今
回
の
３
月
議
会

に
は
調
査
結
果
が
示
さ
れ
一
日

で
も
早
く
取
り
組
め
る
と
期
待

し
て
い
た
が
、
な
ぜ
遅
れ
た
の

か
。教

育
部
長　

県
に
は
耐
震
調

査
判
定
委
員
会
が
一
つ
し
か
な

く
処
理
能
力
が
限
界
で
あ
る
。

当
市
は
小
学
校
16
棟
、
中
学
校

８
棟
、
24
棟
を
前
倒
し
発
注
し

た
。
中
学
校
に
お
い
て
は
東
京

都
の
委
員
会
へ
依
頼
し
５
月
末

頃
、
小
学
校
に
お
い
て
は
広
島

県
の
委
員
会
へ
依
頼
し
10
月
中

旬
に
な
り
そ
う
だ
。

そ
ん
な
悠
長
な　
　

　
　

問
題
で
は
な
い

議
員　

総
合
計
画
を
進
め
る

う
え
で
学
校
の
耐
震
化
と
病
院

の
問
題
は
最
重
要
施
策
で
あ

る
。
特
に
厚
陽
中
に
お
い
て
は

老
朽
化
が
更
に
進
み
大
変
な
状

況
で
あ
る
。
他
市
も
前
倒
し
す

る
こ
と
は
想
定
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、
業
者
と
の
契
約
時
点
で

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
は

し
た
か
。

教
育
部
長　

国
か
ら
の
補
助

施
策
が
出
さ
れ
、
県
下
で
は

当
初
59
棟
の
予
定
の
も
の
が

２
１
５
棟
の
予
定
に
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

　

教
育
へ
の
取
組
み
を

議
員　

児
童
、
生
徒
へ
の
有

害
情
報
対
策
に
関
し
て
携
帯
電

話
な
ど
の
取
扱
い
の
指
導
方
針

は
定
め
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

携
帯
電
話
の
持
ち

込
み
は
原
則
禁
止
で
あ
る
。

議
員　

学
校
に
対
す
る
指

導
、
情
報
提
供
、
情
報
モ
ラ
ル

教
育
、
家
庭
と
の
連
携
強
化
な

ど
の
取
組
み
の
現
状
は
ど
う

か
。教

育
長　

学
校
へ
の
携
帯
電

話
持
ち
込
み
禁
止
は
徹
底
し
て

い
る
が
、
問
題
点
や
便
利
さ
な

ど
も
含
め
教
育
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
各
学
校
で
様
々

な
形
で
勉
強
、
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

議
員　

今
後
は
、
児
童
、
生

徒
が
携
帯
電
話
、
掲
示
板
、
プ

ロ
フ
な
ど
の
問
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
対
応
能
力
を
育
て

る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

が
重
要
だ
と
思
う
が
、
教
育
委

員
会
の
考
え
は
ど
う
か
。

教
育
長　

児
童
、
生
徒
に
お

け
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
は

主
に
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学

校
に
か
け
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
携
帯
電
話
と
の
付
き
合
い

方
、
危
険
な
部
分
だ
と
思
う
の

で
、
情
報
教
育
の
中
で
取
り
組

む
。

一 般 質 問

山
田
　
伸
幸
　
議
員

伊
藤
　
實
　
議
員

不
登
校
の
子
ど
も
を
救
え

な
ぜ
遅
れ
た
学
校
耐
震
調
査
結
果

山口市の指定ごみ袋
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議
員　

高
齢
化
が
進
み
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
社
会
的
共
同
生

活
を
維
持
す
る
事
が
困
難
な
、

い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
が
市

内
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
早
急
に

対
策
を
講
じ
な
く
て
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
す
る
。

現
状
認
識
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

戸
数
19
戸

以
下
で
65
歳
以
上
の
住
民
が

50
％
以
上
の
集
落
を
山
口
県
で

は
「
小
規
模
高
齢
化
集
落
」
と

呼
ん
で
い
る
が
、
２
０
０
７
年

の
調
査
で
は
県
内
に
４
２
４
集

落
あ
る
。
こ
の
う
ち
41
集
落

５
２
０
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
祭
事
や
草
刈

な
ど
の
共
同
作
業
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
が
、

一
方
で
84
％
の
人
が
住
み
続
け

た
い
と
答
え
て
い
る
。

議
員　

本
市
の
状
況
と
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

企
画
政
策
部
長　

自
治
会
単

位
で
見
て
み
る
と
、
２
０
０
８

年
４
月
時
点
で
山
陽
地
区
に
７

集
落
、
小
野
田
地
区
に
６
集
落

あ
る
。

　

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
作
り
や
交
通
手
段
の
確

保
、
緊
急
時
の
情
報
通
信
網
の

整
備
な
ど
の
必
要
性
が
考
え
ら

れ
る
。

　

少
子
化
対
策
や
定
住
促
進

と
も
リ
ン
ク
さ
せ
総
合
的
な

支
援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

広
域
行
政
へ
舵
を
切
れ

議
員　

さ
ら
な
る
広
域
合
併

に
は
時
代
の
必
然
性
が
あ
る
。

将
来
の
合
併
を
視
野
に
置
く
か

否
か
で
、
当
面
の
ま
ち
づ
く
り

に
違
い
が
出
る
と
考
え
る
。
基

本
姿
勢
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長　

平
成
の
大

合
併
は
行
財
政
改
革
の
受
け
皿

と
し
て
進
め
ら
れ
、
住
民
不
在

の
批
判
が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
な

る
広
域
合
併
に
つ
い
て
は
、
同

じ
轍て
つ
を
踏
ま
な
い
よ
う
に
住
民

主
導
で
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。
現
時
点
で
は
、
国

の
施
策
で
あ
る
定
住
自
立
圏
構

想
に
基
づ
き
、
今
年
度
か
ら
宇

部
市
、
美
祢
市
と
当
市
の
三
市

で
「
宇
部
・
美
祢
・
山
陽
小
野

田
広
域
連
携
協
議
会
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
た
。
21
年
度
は
本

市
の
市
長
が
協
議
会
の
会
長
と

な
り
、
事
務
局
も
本
市
が
引
き

受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
広
域
圏
の
連
携
を
一
層
推

進
す
る
。

議
員　

一
例
を
挙
げ
る
な

ら
ば
建
替
え
の
必
要
性
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
ご
み
焼
却

場
は
建
設
費
が
53
億
円
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て

６
万
７
０
０
０
人
の
小
さ
な
町

が
単
独
で
建
て
る
べ
き
も
の
な

の
か
ど
う
な
の
か
。
広
域
連
携

に
よ
る
行
政
の
効
率
化
は
必
然

の
流
れ
だ
が
、
今
一
度
考
え
て

み
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

消
防
し
か
り
、
環
境

問
題
し
か
り
、
広
域
連
携
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
議
員
指
摘
の

と
お
り
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

小
学
校
は
40
人
学
級

制
で
、
41
人
で
あ
れ
ば
21
人
と

20
人
で
２
ク
ラ
ス
に
な
る
が
、

40
人
な
ら
ば
１
ク
ラ
ス
で
あ

る
。
児
童
も
先
生
も
大
変
で
あ

る
。
35
人
学
級
の
導
入
の
考
え

は
な
い
か
。

教
育
長　

今
年
度
よ
り
県
内

全
て
の
小
学
校
１
・
２
学
年
に

お
い
て
35
人
学
級
化
を
実
施
す

る
。
３
年
生
以
上
は
現
行
の
ま

ま
で
あ
る
。

議
員　

40
人
１
ク
ラ
ス
で
あ

れ
ば
先
生
の
目
も
行
き
届
か
な

く
、
学
力
向
上
や
い
じ
め
不
登

校
等
の
影
響
は
出
な
い
か
。

教
育
長　

多
人
数
学
級
の
解

消
に
努
め
、
学
力
向
上
や
い
じ

め
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組

む
。

議
員　

35
人
学
級
が
無
理
な

ら
、
そ
の
実
現
ま
で
の
対
策
と

し
て
36
人
以
上
の
全
学
級
に
学

力
向
上
支
援
員
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

県
に
も
要
請
し
、

不
足
の
時
は
市
と
し
て
も
実

現
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

山
陽
小
野
田
市
民
ま
つ
り

議
員　

市
民
ま
つ
り
は
以
前

の
よ
う
に
、
街
中
で
パ
レ
ー
ド

を
す
る
方
式
に
戻
せ
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　

今
年
の

開
催
日
は
前
夜
祭
が
10
月
24

日
、本
祭
が
25
日
に
決
ま
っ
た
。

場
所
は
こ
こ
２
年
、
江
汐
公
園

で
開
催
し
た
が
、
今
年
は
市
の

活
性
化
を
目
的
に
町
中
で
行
う

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

議
員　

場
所
は
ど
こ
か
。

環
境
経
済
部
長　

調
整
中
な

の
で
３
月
中
に
は
っ
き
り
す
る
。

高
泊
児
童
館
の
道
路
整
備

議
員　

高
泊
児
童
館
の
進
入

路
の
舗
装
は
で
き
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
次
長　

児
童
館

の
侵
入
路
の
舗
装
は
早
急
な
整

備
が
必
要
と
思
う
。
舗
装
が
完

成
す
る
ま
で
職
員
等
で
修
復
を

行
い
、
地
域
の
皆
様
に
迷
惑
の

掛
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

議
員　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

緊
急
の
整
備
の
必
要

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
補

正
予
算
を
組
み
行
っ
て
い
く
。

企
業
誘
致
で　
　
　

　

活
力
あ
る
街
づ
く
り

議
員　

市
民
よ
り
小
野
田
・

楠
企
業
団
地
の
状
況
の
問
い
合

わ
せ
は
あ
る
か
。

環
境
経
済
部　

問
い
合
わ
せ

は
あ
る
。

議
員　

企
業
を
誘
致
し
、
若

者
に
働
く
場
を
提
供
す
る
こ
と

こ
そ
、
本
市
の
活
力
あ
る
街
づ

く
り
と
思
う
が
ど
う
か
。

環
境
経
済
部　

企
業
誘
致
を

最
重
要
の
施
策
と
し
て
取
り
組

む
。

議
員　

企
業
誘
致
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部　

課
内
一
丸
に

な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問

硯
谷
　
篤
史
　
議
員

大
空
　
軍
治
　
議
員

限
界
集
落
に
行
政
の
光
を

　

全
小
学
校
に　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

35
人
学
級
の
早
期
実
現
を　

早期舗装が望まれる高泊児童館入口
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安
定
型
最
終
処
分
場
の　

　
　
　
　
　
　

有
帆
緑
地

議
員　

受
入
れ
時
の
地
形
な

ど
調
査
書
に
あ
る
採
取
土
の
色

相
と
臭
気
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
だ

れ
が
す
る
の
か
。
ま
た
、
異
常

が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の

か
。建

設
部
次
長　

採
取
土
の
観

察
は
受
入
れ
業
者
が
ま
ず
行

い
、
そ
れ
を
工
事
発
注
部
局
の

担
当
者
が
確
認
す
る
。
異
常
が

あ
れ
ば
調
査
す
る
。
今
ま
で
な

か
っ
た
。
処
分
場
は
公
共
工
事

の
建
設
残
土
で
あ
り
建
設
工
事

な
ど
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
者
の
あ
る
業
者
が
運
搬
す
る

の
で
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
で

や
っ
て
お
り
問
題
な
い
。

議
員　

今
は
信
頼
関
係
で
問

題
が
な
い
が
、
国
内
を
見
る
と

産
業
廃
棄
場
か
ら
の
公
害
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。
私
は
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
、
運

搬
し
て
き
た
残
土
を
処
分
場
で

サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
元
素
分
析

の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。
ま

た
月
１
回
検
査
し
て
い
る
水
の

検
査
項
目
を
農
業
用
水
基
準
の

項
目
で
分
析
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
次
長　

こ
こ
で
の
即

答
は
で
き
な
い
の
で
検
討
す

る
。山

陽
・
小
野
田
の
斎
場

議
員　

４
月
１
日
か
ら
現
状

の
ま
ま
指
定
管
理
者
に
引
渡
し

す
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

改
修
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
対
応
で
き
る
範
囲

と
判
断
し
て
い
る
が
、
意
見
を

聞
き
な
が
ら
改
修
計
画
を
立
て

た
い
。

議
員　

斎
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
、
粉
塵じ
ん
に
つ
い
て
の
対
策
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

平
成
12
年

３
月
の
火
葬
炉
か
ら
の
排
出
さ

れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
消
滅
の

対
策
指
針
を
参
考
に
し
て
実
施

し
て
い
る
。

議
員　

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長　

再
燃
焼
室

の
ガ
ス
温
を
高
温
に
し
て
の
対

策
と
炉
の
内
部
整
備
、
再
燃
焼

室
の
清
掃
、
利
用
者
に
は
副
葬

品
の
制
限
を
し
環
境
に
配
慮
し

て
い
る
。

防　

災

議
員　

市
内
３
４
２
自
治
会

で
防
災
組
織
が
あ
る
の
は
い
く

つ
か
。

総
務
部
次
長　

65
自
治
会
で

少
な
く
、結
成
率
の
ア
ッ
プ
と
、

広
域
連
携
に
向
け
て
育
成
支
援

し
て
い
く
。

議
員　

地
震
、
津
波
時
の
避

難
地
図
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
次
長　

地
震
は
想
定

す
る
被
害
の
範
囲
が
広
す
ぎ
て

難
し
い
。

議
員　

児
童
に
地
震
学
習
の

一
貫
と
し
て
下
関
地
方
気
象
台

の
見
学
を
考
え
な
い
か
。

教
育
部
長　

地
震
学
習
は
理

科
の
選
択
領
域
で
取
り
組
ん
で

い
る
小
学
校
も
あ
る
。
気
象
台

の
講
座
を
呼
び
か
け
る
。

議
員　

当
初
、
看
板
と
し
て

い
た
『
家
族
介
護
か
ら
社
会
で

支
え
合
う
介
護
へ
』
も
む
な
し

く
家
族
介
護
の
負
担
は
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

経
済
的
な
理
由
で
介
護
を
受
け

ら
れ
な
い
人
を
な
く
す
た
め
に

保
険
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
福
祉
部
長　

平
成
21
・

22
・
23
年
度
３
年
間
の
保
険
料

の
平
均
月
額
は
３
８
５
０
円
で

前
と
比
べ
て
１
０
０
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
。

　

障
害
児
教
育
の

特
別
支
援
員
の
増
員
計
画
を

議
員　

中
学
校
に
入
学
す
る

肢
体
不
自
由
児
を
持
つ
保
護
者

か
ら
、「
中
学
校
で
は
、
受
け

入
れ
の
た
め
に
整
備
を
し
て
も

ら
っ
て
い
た
の
に
入
学
直
前
に

な
っ
て
、
専
門
の
指
導
員
が
つ

か
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

聞
い
た
が
、
そ
の
原
因
は
な
に

か
。教

育
部
長　

県
と
折
衝
中
で

あ
る
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
考

え
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
は
、
平
成
20
年
度

支
援
員
を
２
万
１
１
０
０
人
か

ら
３
万
９
０
０
０
人
に
増
や

し
、
財
政
的
に
も
２
５
０
億
円

か
ら
３
６
０
億
円
に
増
や
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
小

中
学
校
に
支
援
員
が
配
置
で
き

る
財
政
措
置
が
な
さ
れ
て
い

る
。
当
市
と
し
て
は
、
20
人
配

置
で
き
る
の
に
８
人
し
か
配
置

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は

な
ぜ
か
。

教
育
長　

任
命
権
は
県
に
あ

る
の
で
、
県
に
頑
張
っ
て
お
願

い
を
し
て
い
る
。

議
員　

こ
れ
か
ら
も
増
え
て

い
く
見
通
し
の
中
で
、
き
ち
ん

と
し
た
増
員
計
画
を
作
成
し
、

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
保
証
交
付
は　
　

　

18
歳
以
下
が
主
流

議
員　

高
い
国
保
料
を
払
え

ず
、
医
療
か
ら
排
除
さ
れ
て
い

る
人
が
い
る
。
真
に
悪
質
以
外

は
交
付
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
交

付
対
象
は
、
18
歳
以
下
が
主
流

と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
長　

18
歳
以
下

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
は
、

４
月
１
日
か
ら
６
カ
月
の
短
期

証
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

　
　
　

現
行
水
準
堅
持
を

議
員　

県
は
、
重
度
心
身
障

害
者
、
母
子
家
庭
、
乳
幼
児
医

療
費
の
福
祉
医
療
に
つ
い
て
一

部
負
担
の
導
入
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
つ

も
り
か
。

市
民
福
祉
部
長　

市
長
会
を

通
じ
て
現
行
制
度
の
継
続
を
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

県
が
一
部
負
担
金
を

行
う
な
ら
ば
、
市
が
肩
代
わ
り

を
し
て
後
退
さ
せ
な
い
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
福
祉
部
長　

本
市
と
し

て
で
き
る
支
援
を
検
討
し
て
行

き
た
い
。

市
長　

当
市
と
し
て
ど
う
す

る
か
、
申
し
訳
な
い
が
政
策
的

な
予
算
を
外
し
て
、
骨
格
予
算

と
し
て
い
る
の
で
申
し
上
げ
る

立
場
に
な
い
。

環
境
問
題

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

衛
藤
　
弘
光
　
議
員

中
島
　
好
人
　
議
員

一 般 質 問

安定型有帆緑地最終処分場
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（

）

　

平
成
21
年
１
月
26
日
か
ら
28

日
の
三
日
間
で
、
愛
知
県
津
島

市
、
兵
庫
県
三
田
市
、
京
都
府

宇
治
市
に
行
っ
て
先
進
地
視
察

を
行
な
い
ま
し
た
。

市
立
病
院
の
経
営
健
全
化

愛
知
県
津
島
市　

兵
庫
県
三
田
市　

　

津
島
市
・
三
田
市
と
も
に
新

臨
床
研
修
制
度
や
過
重
労
働
な

ど
に
よ
る
医
師
不
足
や
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
の
診
療
報
酬
の

改
定
、
新
病
院
建
設
に
伴
う
減

価
償
却
費
の
負
担
な
ど
、
経
営

環
境
の
悪
化
を
招
く
同
じ
よ
う

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
経
営
改
善
の
取
り
組

み
を
中
長
期
的
視
点
で
始
め
た

よ
う
で
す
。
外
部
有
識
者
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
を
確
立
さ
せ
、
客

観
的
な
評
価
委
員
会
を
設
け
る

こ
と
で
経
営
状
況
の
透
明
化
に

努
め
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。
ま
た
収
入
増
加
対
策
を

練
り
、
経
費
節
減
を
徹
底
す
る

こ
と
は
無
論
重
要
で
す
が
、
医

療
の
質
を
落
と
さ
ず
に
職
員
の

意
識
高
揚
を
図
り
続
け
る
工
夫

な
ど
、
細
か
な
改
善
点
が
多
々

あ
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

保
育
所
の
民
営
化

　
（
京
都
府　

宇
治
市
）

　

宇
治
市
の
保
育
所
民
営
化
で

は
、
平
成
15
年
か
ら
保
育
所
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
民
間
有

識
者
を
委
員
と
し
て

早
く
か
ら
協
議
を
開

始
し
た
も
の
の
、
保

護
者
に
対
す
る
説
明

不
足
か
ら
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
署
名
活
動

や
訴
訟
問
題
へ
と
発

展
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
そ
の

反
省
を
踏
ま
え
て
『
第

一
次
公
立
保
育
園
民

営
化
の
検
証
』
を
と

り
ま
と
め
、
見
直
し

を
行
っ
た
後
に
『
保
育
所
民
営

化
第
二
次
計
画
』
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
『
第
一
次
公
立
保
育
園
民
営

化
の
検
証
』
で
は
、
計
画
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
徹
底
的
に
浮

き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

関
係
者
の
理
解
と
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
り
、
失
敗
を
糧
に
成

功
に
導
い
た
好
事
例
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
反
対
運
動
を
マ

イ
ナ
ス
と
し
て
捉
え
る
よ
り
も

議
論
を
尽
く
す
こ
と
で
お
互
い

の
理
解
点
を
探
り
あ
い
、
結
果

と
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育

環
境
も
含
め
た
保
育
所
運
営
の

あ
り
方
を
求
め
続
け
た
行
政
市

政
は
、
参
考
に
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

平
成
21
年
１
月
19
日
・
20

日
で
愛
知
県
北
名
古
屋
市
と
埼

玉
県
八
潮
市
に
視
察
に
行
き
ま

し
た
。

議
会
基
本
条
例
を
制
定

（
愛
知
県　

北
名
古
屋
市
）

　

議
会
基
本
条
例
を
制
定
に
至

っ
た
動
機
は
合
併
に
よ
り
議
会

運
営
の
取
り
決
め
を
検
討
す
る

際
、
両
市
の
議
会
運
営
に
開
き

が
あ
り
、
こ
れ
を
調
整
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
ま
ず
当
時
、
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
て
い
た
北

海
道
栗
山
町
、
三
重
県
議
会
、

三
重
県
伊
賀
市
を
参
考
に
制
定

の
た
め
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
市
議
会
改
革

推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
基

本
条
例
案
を
も
と
に
10
回
の
協

議
を
重
ね
、
市
民
へ
の
意
見
募

集
も
行
い
、
２
０
０
７
年
11
月

に
条
例
案
が
完
成
し
、
12
月
議

会
に
上
程
可
決
さ
れ
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
当
市

で
は
申
し
合
わ
せ
で
行
わ
れ
て

い
る
事
を
議
会
基
本
条
例
と
し

て
よ
り
厳
格
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
、
議
会
の
公
開
性

が
問
わ
れ
る
中
、
当
市
議
会
に

お
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

小
中
一
貫
教
育
・

　
　
　
　
　

は
ば
た
き
プ
ラ
ン

　
（
埼
玉
県　

八
潮
市
）

　

八
潮
市
小
中
一
貫
教
育
（
は

ば
た
き
プ
ラ
ン
）
の
視
察
と
い

う
こ
と
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
人
口
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
に
は
７
万
５
５
０
７
人
ぐ

ら
い
だ
っ
た
の
が
８
万
人
と
増

え
て
お
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
施

策
と
予
算
の
中
で
人
口
も
増
え

て
き
て
お
り
、
平
成
18
年
度
に

は
小
中
教
育
特
区
が
認
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
平
成
19
年

度
に
は
小
中
一
貫
教
育
が
導
入

さ
れ
、
２
つ
の
中
学
校
区
が
研

究
委
嘱
校
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　

　

八
潮
市
が
目
指
す
小
中
一
貫

教
育
と
は
小
中
学
校
を
つ
な

ぎ
、
義
務
教
育
９
年
間
に
わ
た

る
連
続
性
、
系
統
性
を
生
か
し

た
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
学
力
向
上
と

豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
す
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
八
潮
市
小
中
一
貫
教
育

の
特
色
は
６
・
３
制
の
見
直
し

と
い
う
こ
と
で
９
年
間
の
学
び

を
、
現
行
の
６
・
３
制
か
ら
４
・

３
・
２
制
（
小
１
～
小
４
初
等

教
育
）（
小
５
～
中
１
中
等
教

育
）（
中
２
～
中
３
中
等
教
育

２
）
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
視
察
同
様
、
担

当
者
が
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
思

い
が
良
く
伝
わ
り
、
や
る
気
を

感
じ
ま
し
た
。
小
中
の
教
員
の

連
携
が
密
に
な
り
こ
れ
ま
で
以

上
の
相
乗
効
果
が
見
ら
れ
る
よ

う
で
し
た
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

視 察 報 告
　
行
政
視
察
報
告

　
行
政
視
察
報
告

議会基本条例を調査

視察の模様（宇治市）
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平
成
21
年
１
月
27
日
か
ら
29

日
ま
で
で
岐
阜
県
各か
か
み
が
は
ら

務
原
市
、

岐
阜
市
、
大
垣
市
と
滋
賀
県
日

野
町
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

瞑め
い
そ
う想
の
森
市
営
斎
場

（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　

人
生
の
終
焉
は
、
荘
厳
か
つ

厳
粛
、
葬
送
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い
文
化
的
な
施
設
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
各
務
原
市
の
斎

場
「
瞑
想
の
森
」
は
、「
静
け

さ
と
自
然
に
帰
る
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
周
辺
の
自
然
と
地
形
に

恵
ま
れ
た
環
境
の
地
に
建
設
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は

斬
新
で
あ
り
斎
場
と
は
思
え
な

い
も
の
で
し
た
。
斎
場
が
休
み

の
日
に
は
、
ロ
ビ
ー
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
く
な
ど
広
く
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

減
CO2
ポ
イ
ン
ト
制
度

（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

　

減
CO2
（
げ
ん
こ
つ
）
制
度
と

は
、
市
民
参
加
で
CO2
を
削
減
す

る
も
の
で
す
。
家
庭
で
ガ
ス
や

電
気
の
使
用
量
を
減
ら
す
な
ど

の
取
り
組
み
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

加
し
、
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
る
と

抽
選
で
環
境
関
連
製
品
が
当
た

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
市
民
の
認
知
度
が

低
く
参
加
者
が
少
な
い
状
況
に

あ
り
、
参
加
者
を
増
や
す
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム

（
岐
阜
県
大
垣
市
）

　

最
新
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し

た
高
機
能
消
防
指
令
シ

ス
テ
ム
で
、
１
１
９
番

の
通
報
か
ら
出
動
指
令

ま
で
の
指
令
管
制
運
用

を
行
う
も
の
で
す
。
大

垣
消
防
組
合
に
は
７
つ

の
署
が
あ
り
一
括
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
パ
ソ
コ
ン
の
フ
リ

ー
ズ
な
ど
に
よ
る
指
令

起
動
ト
ラ
ブ
ル
発
生
回

避
が
最
大
の
問
題
点
で

今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

流
動
床
式
ガ
ス
化
溶
融
炉

（
滋
賀
県
日
野
町
）

　

一
市
三
町
で
構
成
さ
れ
て
い

る
中
部
清
掃
組
合
の
ご
み
処
理

施
設
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
削
減
に
対
応
す
る

た
め
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ご
み
の
破
砕
か
ら
溶
融

ま
で
を
一
体
的
に
処
理
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
発
電
施
設
を

完
備
し
、
ご
み
焼
却
時
に
発
生

す
る
熱
に
よ
り
最
大
２
８
０
０

kw
電
気
を
生
み
出
す
も
の
で

す
。
今
後
は
、
ご
み
の
量
を
減

ら
し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
豊

か
な
社
会
を
築
い
て
行
く
の
か

が
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
、
三
月

市
議
会
の
傍
聴
に
行
き

ま
し
た
。
他
の
方
も
来

ら
れ
て
お
り
、熱
心
に
、

質
疑
応
答
に
耳
を
傾
け

メ
モ
を
と
ら
れ
て
い
た

姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

私
自
身
も
新
鮮
な
気
持

ち
で
傍
聴
し
、
議
員
の

質
問
に
、
市
の
色
々
な

部
署
の
担
当
者
が
一
生

懸
命
に
答
え
ら
れ
る

様
子
を
目
の
当
た
り
に

し
、
市
民
の
為
に
頑
張

っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
ま
し
た
。

議
員
さ
ん
も
市
の
職
員

の
方
も
、
山
陽
小
野
田

市
民
が
こ
れ
か
ら
も
安

心
し
て
、
よ
り
よ
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
智

慧
と
心
を
使
っ
て
働
い

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
先
日
、
市
の

出
前
講
座
で
CO2
削
減
と

ダ
ン
ボ
ー
ル
・
コ
ン
ポ

ス
ト
で
生
ご
み
を
育

て
、
肥
料
に
し
て
家
庭

ご
み
を
減
量
す
る
と
い

う
勉
強
を
し
ま
し
た
。

教
え
て
下
さ
っ
た
環
境

課
の
職
員
の
方
は
、
自

ら
家
で
CO2
削
減
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
家

庭
ご
み
の
減
量
に
努
力

さ
れ
て
い
る
話
を
聞

き
、
感
激
し
ま
し
た
。

私
達
一
人
一
人
が
努
力

し
て
い
く
こ
と
が
、
地

球
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　
「
し
が
ら
み
・
よ
ど
み
・
癒
着
の

な
い
ク
リ
ー
ン
な
市
政
を
続
け
て

ほ
し
い
」
と
市
民
が
選
択
し
た
今

回
の
市
長
選
挙
・
・
・
。

　

み
ん
な
で
心
を
ひ
と
つ
に
ふ
る

さ
と
の
春
を
つ
か
み
と
り
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
（
河
野
朋
子
）

　

市
民
が
選
ん
だ
「
改
革
の
風
」、

議
員
も
ま
ち
の
「
未
来
の
姿
」
を

描
く
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
「
市
民
と
と
も
に
」
を
実
現
す

る
「
議
会
改
革
」
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。　
　
　
　
　
（
岩
本
信
子
）

　

世
界
的
な
不
況
の
中
、
経
済
立

て
直
し
の
た
め
、
先
進
各
国
は
巨

額
の
財
政
支
出
を
行
い
景
気
回
復

に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
金
を
使
っ
て
も
、
そ
こ

に
道
徳
力
が
な
け
れ
ば
、
経
済
は

立
て
直
せ
な
い
と
昔
の
偉
い
人
が

言
っ
て
い
ま
す
。　
（
二
歩
材
臣
）

　

週
末
に
な
る
と
高
速
料
金
の
割

引
で
観
光
地
が
に
ぎ
や
か
に
な
っ

て
い
る
。
安
全
運
転
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
（
中
元　

稔
）

視 察 報 告・ 市 民 の こ え

市民
の

こえ

日
高　
加
代
子 

さ
ん

（
青
葉
台
）

編
集
室
よ
り

環
境
経
済
常
任
委
員
会

瞑想の森　市営斎場

　
行
政
視
察
報
告
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